
 

 

 

 

 

 

 

この時期にやれること 

校⾧ 森木 真也 
 
夏至が過ぎ、いよいよ夏本番を迎えようとしています。朝から照り付ける太陽の光に目を細めながら汗を拭き

拭き、クールリングに手を当てて登校する子どもが多くなりました。 
今月の遠足も天候に恵まれ、縦割り班ごとに様々な笑顔がありました。6 年生を中心に低学年を支えながら、参
加した全員が無事に帰ってくることができました。最高学年として、中心となり全校をけん引する役割を果たし
ました。 
 

明日から始まる 7 月の初日、その 6 年生が修学旅行に出発します。様々なアンケートによるランキングがあり
ますが、小学校生活最大の思い出といえば多くを占めるのが修学旅行です。校外で一人一人が思い出を持ち帰り、
学習の成果を感じ取れることを楽しみにしています。 
 
 さて、7 月の別名である「文月」には、さまざまな由来があるようです。 その中でもよく知られている由来の
一つに七夕の時期に書物を夜風に干す風習があったことから始まりました。ここから 7 月を「文披月（ふみひろ
げづき・ふみひらきづき）」と呼び、短縮されて文月になったという説があります。この時期は「季節の橋渡し期
間」とも言え、自然界が大きく変化する重要なタイミングとされてきました。そのため、昔の人々はこの時期に
体調を整えたり、暮らしを見直したりする風習を多く取り入れていました。 
 今月の全校朝会では、エビングハウスの忘却曲線をもとに授業の最後にまとめや振り返りをすること、家庭学
習をして授業内容を記憶に留めておくことの大切さについて話しました。子どもたちには覚えていられる時間や
忘れるまでの時間を説明しました。時間が経過するほど、覚え直す時間・回数が増えることを意味します。小学
校で学習する漢字だけでも、学習指導要領では以下の通りとなっています。 
 

 
 もうすでに習慣化できている人はいいのですが、なかなか家庭学習に取り組むことが難しい人もいます。夏の
猛暑がそこまでやってきています。進級して３か月のこの時期に机に向かう習慣を身に着けることは、これから
の学習に対して「分かる楽しさ」を味わえるコツともなります。すべての教科の中から得意なことから始めても
いいですし、その日の印象に残った学習内容をもう一度確かめるでもいいです。最終的に苦手なことへのチャレ
ンジする気持ちにもつながります。 
  
 学校では熱中症アラートに備え、計画的にエアコンを作動させ暑さ対策を実施しています。昔の人に倣い、体
調を整え猛暑を乗り切るとともに、生活を見直してはいかがでしょうか。 
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